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研究成果の概要（和文）：従業員の医療・健康の問題を経営課題と捉え、経営戦略に位置付ける健康経営が推進
されている。日本では健康経営優良法人として健康経営を実践している企業等を顕彰する認定制度により、社会
的にも評価を受ける環境が整備されている。しかし、健康経営に取り組んだ効果測定やその指標が定まっていな
い。本研究において、組織の健康経営の効果測定の取り組みを評価する指標とアウトカム指標を探索した。さら
に、従業員視点での健康経営の評価でもある組織の健康文化を捉える指標を開発し、その有用性を検証した。健
康文化は健康リスクの改善を促進し、生産性維持・向上につながることが示された。

研究成果の概要（英文）：Health and productivity management is being promoted as a management 
strategy that considers the medical and health issues of employees as management issues. In Japan, 
companies that practice health and productivity management have come to be recognized by society 
through the certification system as H&PM thru award program. However, the measurement of the effects
 of health management and its indicators have not been established. In this study, we explored 
indicators and outcome measures to evaluate the efforts of organizations to measure the 
effectiveness of their health and productivity management. Furthermore, we developed an indicator to
 measure the degree of fostering a “Culture of Health” in the organization, which is also an 
evaluation of health and productivity management from the employee perspective, and verified its 
usefulness. It was shown that culture of health promotes improvement of health risks and leads to 
maintenance and improvement of productivity.

研究分野： 産業保健

キーワード： 健康経営　データヘルス　産業保健　生産性　健康リスク

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
健康経営の取り組みを促進する際に、本研究成果による健康経営促進要因の健康文化の指標が有用であると考え
る。さらに、健康経営の効果検証の検討は、すでに健康経営に取り組んでいる組織にとっても有力なエビデンス
を持って健康経営のPDCAサイクルを回していくことに寄与すると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
健康経営とは、従業員の医療・健康問題を経営課題と捉え、健康と生産性の両方を同時に行う

マネジメント（Health and Productivity Management）の手法である。組織の健康課題を可視
化し健康リスクを評価する手法および健康リスクと生産性の関連は国内外において研究が蓄積
されてきている。さらに、日本では健康経営優良法人として健康経営を実践している企業等を顕
彰する認定制度により、社会的にも評価を受ける環境が整備されてきている。しかし、健康経営
に取り組んだ効果をどのように測定するのか、何をもって効果があると言えるか、健康経営の取
り組みが本格的に開始されてから約 5 年経過し、学術的にも実践的にも検討課題である。 
健康経営を推進する上で、職場における「健康文化（culture of health）」が注目されている。

健康リスクを改善し生産性維持・向上に寄与することを促進するのは、単に介入プログラムの内
容によるのではなく、健康文化の醸成が重要であるとし、健康文化は健康経営の促進要因ともい
うことができる。先行研究においても健康や生産性に寄与する健康文化を捉える指標は定まっ
ていない。 
本研究では、組織における健康経営の効果はどのように測定するか、健康経営を促進する

「culture」の指標は何かを研究の問いとした。 
 
 
２．研究の目的 
(1)本研究では、健康経営度調査の情報により、健康経営の効果検証のためのアウトカム指標の
探索と、健康経営の取り組み項目とアウトカム指標の関連性の検討を行い有用な健康経営の取
り組み指標の抽出を行うことを目的とした。 
 
(2) 文献レビューを基に作成した健康文化の指標により、健康経営優良法人の認定の有無による
健康文化の醸成度健康文化と健康リスクと生産性との関連性を検討した。 
 
 
３．研究の方法 
(1) 健康経営の効果検証のためのアウトカム指標の探索 
データ開示の申請により取得した 2020 年度健康経度調査大規模法人部門（回答数 2523 社）

のデータを対象とした。分析対象は、認定法人ホワイト 500 が 498 件、認定法人ホワイト 500
以外 1296 件、認定法人以外 729 件であり、認定状況 3 群別に分析を行った。アウトカム指標と
設定した項目の比較分析および健康経営の取り組み状況とアウトカム指標の関連性の検討を実
施した。 
 
(2) 健康文化指標と生産性の関連 
調査会社が有する一般就労者パネルを用いた Web 調査を実施した。対象者を健康経営優良法

人認定の有無の 2 群で従業員各 1000 名の回答を目標とし実施した。計 2060 件の回答を得、
1999 件を分析対象とした。調査項目は、健康文化の評価指標 20 項目、プレゼンティーイズム、
アブセンティーイズム、健康リスク等である。 
 
 
４．研究成果 
(1) 健康経営の効果検証のためのアウトカム指標の探索 
健康経営優良法人の認定状況 3 群別比較の結果、健康リスク項目では「適性体重維持者率」

「喫煙率」「喫煙率変化割合 2019-2016 年度」「運動習慣者比率」「睡眠により十分な休養割合」
「血圧リスク者率」「血糖リスク者割合」に有意差があり、ホワイト 500 ほど良い結果であった。
労働時間に関する項目は、「平均月間総実労働時間」はホワイト 500 が最も短く、「平均年次有給
休暇取得率・日数」ともにホワイト 500 が他の 2群より高かった。「法定外労働月 45 時間超 100
人・月当たり」と「法定外労働月 80 時間超 100 人・月当たり」はホワイト 500 が他の 2群より
少なかった。メンタルヘルス不調、メンタルヘルス以外の疾患のどちらも「年間長期欠勤・休職
者率、回答時点復帰者率、年間退職者率」のいずれの項目でも 3 群に有意差は見られなかった。 
認定状況別の分析で有意だった項目をアウトカム指標とし、取り組み状況との相関分析を行

った。取り組み状況は、「経営トップの取り組み」「管理職の取り組み」「従業員との協議」「デー
タ活用」「活性度の確認」「就業と疾病（メンタル以外）の両立支援」「食生活支援・参加率」「運
動支援・参加率」「女性の健康の取り組み対象・取り組み内容」を分析項目とした。取り組み状
況の多くの項目で健康リスク項目と相関があったが、「経営トップの取り組み」は運動習慣者比
率のみと有意な関連があった。取り組み状況の項目ほぼ全てと平均月間総実労働時間と平均年
次有給休暇取得率・日数は有意な関連があった。 
健康経営の効果検証のアウトカム指標の探索において、3年間の変化量も指標としたが認定な



し群のほうが改善率が良い傾向があり、アウトカム指標の精査は今後の課題である。また、健康
経営の取り組み状況で相関があった項目は多数あり、取り組んでいる企業は多くの項目に取り
組んでおり、この項目に取り組んでいればよいという項目があるわけではなかった。健康経営度
調査のデータは年代別人数や医療費など任意回答項目が多くあり、研究データとして制約があ
る。一方で、各取り組みにおいて相関の強い項目を見ると一歩踏み込んだ取り組み内容であるこ
とが示唆された。 
 
(2)健康文化指標と生産性の関連 
健康文化の得点（Range=0-20）は、健康経営優良法人に認定されている企業の従業員（14.0±

5.5）のほうが認定を受けていない企業の従業員（7.4±6.0）より有意に高かった。認定を受け
ている大規模法人部門と中小規模部門での得点に有意差はなかった。健康経営優良法人認定の
有無は、健康文化の評価指標 20 項目全てで有意な差があった。一方で、健康経営優良法人認定
の有無によるプレゼンティーイズム、アブセンティーイズムには有意差はみられなかった。 
健康文化と健康リスク、プレゼンティーイズムの関連性を検討するため、重回帰分析による媒介
分析を行った結果、健康文化はプレゼンティーイズムへの直接的関連も有意であるが、健康リス
クを介してプレゼンティーイズムへ関連する間接効果も有意であることが示された。 
 

図 健康文化のプレゼンティーイズムへの直接効果・間接効果 
 
健康経営優良法人認定の有無による健康文化の醸成度の違いが明らかとなり、健康経営の取

り組みの深度を表していると捉えることができる。健康経営優良法人認定は、健康経営度調査を
通じ経営層や組織の視点から健康経営の取り組みが評価される制度であるが、本研究の結果、健
康経営優良法人認定は従業員視点においても健康文化の醸成度が高いことが明らかになった。
従業員に健康経営の取り組みがどのくらい浸透しているのか評価していくためにも従業員によ
る健康文化の主観的評価指標は有用であることが示唆された。また、健康文化は直接的に生産性
指標のプレゼンティーイズムに関連するだけでなく、健康リスクの改善を促し、プレゼンティー
イズム向上につながる間接効果の可能性も示された。 
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